
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共産党市議団が提案した、「県立高校の性急な統廃合をやめることを求めた意見書」

が採択されました。一方、ゴミ袋代の値上げや住民税の年少・特定扶養控除廃止関連条

例改正が共産党市議団以外の会派が賛成。２８００名もの市民から提出された、「中学

校卒業までの医療費無料化を求める請願」は他会派が反対し不採択となりました。 

 

  
 共産党市議団が、県立高校の「性急な統廃合やめよ。

父母・県民の意見を聞け」の意見書を提案しました。

これは、県教委が県立高校統廃合計画案を策定。これ

により、１学年５クラス以下の高校２５校が統廃合の

対象となります。野洲高校も統廃合の対象となってい

ます。意見書は全議員の賛成で採択され嘉田知事及び

県教育長に提出されました。 

 ２８００名の市民から願いを込めた「中学校卒業まで

の医療費無料化を求めた請願」ですが他会派は、「財源は

どうするのか」と言って反対。賛成は共産党市議団だけ

でした。「財源は！」と言うならば、年間約２億円もの同

和関連予算や“派遣切り”を行っている村田製作所など

市内大企業への振興補助金こそ廃止・見直すべきです。 

 

 

 ゴミ袋代が１・５～２倍もの大幅な値上げがされまし

た。「必要なコストは市民に負担してもらう」と言うもの

ですが、暮らしがこんなに大変な時です。このような大

幅値上げは許されません。 

 
http://www.yasusigi.net/ 

小菅六雄 比江６６８－３  （電話）５８９－４９７１ （メール）ｓｈｇｄｙ１７７＠ｙｂｂ．ｎｅ．ｊｐ 
野並享子 北野一丁目７－１０ （電話）５８７－０９８５ （メール）ｎｏ７３ｋｙｏ＿ｋｏ＠ｙｂｂ．ｎｅ．ｊｐ  
太田健一 近江冨士２－１１－２５ （電話）５８８－３１６９ （メール）ｋｅｎｓａｎ.ｗｏｒｌｄ２１＠ｄｏｃｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ 

 

                     

日本共産党 公明党 野洲ネット 野洲新風クラブ 新政クラブ 

住民税の増税となる年少・特定扶養控除廃止 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ゴミ袋代（手数料）の大幅な値上げ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

子どもの医療費無料化を求める請願（中学校卒業まで） ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

普天間基地の無条件撤去を求める意見書 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

県立学校の性急な統廃合を行わないことを求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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長 
６月定例市議会は、５月３０日から６月１８日まで開催されま

した。日本共産党野洲市議団（小菅六雄・野並享子・太田

健一市議）は切実な願いの実現へ全力でがんばりました。 



 

 

 

 

 

 

  

 

 
国保税大幅値上げで
市民のみなさんから
怒りの声が寄せられ
ています。税金の使
い方が問われていま
すね。暮らし優先の
市政をめざします。 
 
総務常任委員会 

２
０
０
９
年
度
の
就
職
内
定
率
は
大

量
の
『
派
遣
切
り
』
『
内
定
取
り
消
し
』

が
起
っ
た
昨
年
を
さ
ら
に
下
回
っ
て
史

上
最
悪
と
な
り
、
学
生
や
高
校
生
に
「
氷

河
期
の
再
来
」
と
い
う
深
刻
な
就
職
難

が
襲
い
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

未
来
の
日
本
を
背
負
っ
て
い
く
べ
き

若
者
達
が
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
持
て

な
い
現
代
社
会
を
作
り
上
げ
て
し
ま
っ

て
い
る
政
治
に
大
き
な
責
任
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

社
会
全
体
で
若
者
を
育
て
て
行
こ
う

と
言
う
人
材
育
成
の
観
点
が
な
く
、
そ

の
場
限
り
の
労
働
力
と
し
て
の
使
い
捨

て
を
や
め
な
い
限
り
問
題
は
解
決
し
ま

せ
ん
。
一
人
一
人
の
若
者
を
力
あ
る
存

在
に
育
て
あ
げ
る
為
に
は
、
希
望
の
持

て
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で

す
。 

 

こ
の
対
策
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
長
に
対
し
て
、
①
現
状
に
つ

い
て
の
認
識
、
②
市
内
中
小
企
業
数
や

倒
産
・
廃
業
の
実
態
、
③
新
規
雇
用
の

数
と
こ
の
１
０
年
間
の
推
移
を
つ
か
ん

だ
上
で
、
地
元
で
の
就
職
を
希
望
す
る

若
者
に
応
え
る
た
め
地
場
産
業
の
育
成

と
雇
用
創
出
を
重
視
し
、
新
卒
者
の
就

職
難
を
打
開
す
る
野
洲
市
独
自
の
施
策

実
施
を
求
め
ま
し
た
。 

 
市独自の若者施策
推進や来年実施の
地デジ移行問題を質
問しました。行政が
市民の目線で取り組
むことが必要です。
がんばります。 
 
環境経済建設常任委員会

会 

 
医療費無料化を求め
２８００名もの市民の
請願が否決されまし
た。残念ですが、子
育て支援と安心のま
ちめざし引き続きが
んばります。 
 
文教福祉常任委員会 
 

 

１０
月
か
ら
、
ご
み
袋
代
が
大
幅
に
値

上
げ
さ
れ
ま
す
。
市
は
値
上
げ
の
根
拠
と

し
て
、
ご
み
処
理
費
用
（
人
件
費
・
維
持

管
理
費
）
に
対
し
て
手
数
料
（
市
民
の
負

担
率
）
が
現
在
１３
％
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
当
初
設
定
し
た
２０
％
に
す
る
た

め
の
改
正
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
犠
牲
の

大
幅
値
上
げ
対
し
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

大
津
市
で
は
処
理
費
用
の
１５
％
と
説

明
し
て
お
り
、
野
洲
市
の
２０
％
の
根
拠

を
尋
ね
ま
し
た
が
、
明
確
な
答
弁
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
で
は
、
ご
み
処
理
は
地
方

自
治
体
の
責
務
と
な
っ
て
お
り
、
東
近
江

市
や
高
島
市
で
は
、
ご
み
袋
の
製
造
原
価

で
設
定
さ
れ
、
生
ご
み
袋
の
大
で
５
円

８２
銭
で
す
。
野
洲
市
で
は
、
５０
円
に
な

り
、
実
に
８
・
６
倍
の
金
額
で
す
。 

 
 

ご
み
袋
有
料
の
自
治
体
で
も
、
紙
お
む

つ
を
使
っ
て
い
る
高
齢
者
や
赤
ち
ゃ
ん

の
い
る
家
庭
で
は
、
負
担
増
に
な
ら
な
い

よ
う
に
無
料
配
布
な
ど
し
、
考
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
点
で
も
市
当
局

は
「
受
益
者
負
担
の
原
則
」
を
強
調
し
、

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
観
点
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

子
ど
も
手
当
て
の
財
源
と
し
て
住
民

税
の
扶
養
控
除
の
廃
止
が
さ
れ
ま
す
。

１６
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
対
す
る
「
年

少
扶
養
控
除
（
３３
万
円
）
」
及
び
１６
歳

以
上
１９
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
対
す
る

「
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
（
１２

万
円
）
」
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

鳩
山
前
内
閣
時
、「
増
収
分
は
、
子
ど
も

手
当
て
の
財
源
と
す
る
」
と
言
う
こ
と

で
強
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
０
〜
２
歳
の
児
童
手
当

は
「
月
額
１
０
０
０
０
円
」
で
し
た
が
、

「
子
ど
も
手
当
て
」
と
し
て
１
３
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
増
額

分
は
年
間
３
６
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
年
少
扶
養
控
除
の
廃

止
、
及
び
、
こ
れ
に
伴
う
所
得
税
の
増

税
を
合
わ
せ
れ
ば
、
子
ど
も
手
当
て
に

よ
る
増
額
分
よ
り
も
増
税
額
が
上
回
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

子
育
て
支
援
と
し
て
、
「
鳴
り
物
入

り
」
で
民
主
党
が
実
施
し
た
「
子
ど
も

手
当
て
」
で
す
が
、
実
質
的
に
負
担
増

と
な
る
、
か
ら
く
り
と
ゴ
マ
カ
シ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
増
税
と
な
る
市
税
条
例
改

正
に
つ
い
て
、
「
市
民
の
暮
ら
し
守
れ
」

を
主
張
し
ま
し
た
。 

 


